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 午後の交番検査で、班長が不在のまま作業が開始されている事態が頻繁に発生しています｡

その原因は、午前中の作業が遅れ班長の作業時間が昼休みまでずれ込み休憩時間の変更を行

ったが、代務者を立てずにそのまま午後の作業を実施しているからです。 
会社は、当然班長に休憩変更を指示したのですから午後の作業開始時に班長が不在になる

ことがわかっています。本来なら休憩時間の変更により班長が不在となる時間については代

務者を立てないといけません。 
しかし、会社は班長の代務者を立てることなく欠員のまま午後の作業を実施させたのです。

交番検査を施行するにあたって必要な要員は決められています。それを欠員のまま作業を開

始することは問題です。その事に何ら疑問を持たず「問題がない」と言い切る管理者はもっ

と問題です。 
 

 
 
欠員のまま交番検査を施行しようとした会社に社員が「おかしいです」と是正を求めまし

た。管理者は「副班長が兼務をする」「業務に支障がないから問題はない」「万全の対処をし

ている」「要員欠は問題ない」と開き直りました。必要な要員は会社が決めたことです。 
会社はこれまで社員を厳しく管理するために点呼時のマスクの着用や点呼時の足の位置な

ど細かいことを決め社員に押しつけてきました。また相互チェック時にも確認喚呼の実施を

決めて「声が小さい」「順番が違う」と些細な事を問題にし続けてきました。 
さらに、ことある毎にヒューマンエラー防止と称して「決められたルールを守ろう」「規則

は厳守せよ」と言ってきました。それが、今回の要員問題では、要員がいなくても問題ない？

業務に支障がなかったから問題ない？会社が決めたことを守れない管理者とはなんなのでし

ょうか？そんな事でいいのですか？？ 
私たちは要求します｡班長不在での交番検査は即時やめること｡代務者を立てるか、超勤処

理で対応することを！ 


